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臨海図書館の研究　千葉県の事例を中心として
松田　典之

Research on the seaside library, focusing on the case of Chiba
Noriyuki MATSUDA 

に、重要な要素となってくるのが、海水浴の普及と海

水浴場の開設である。本研究ではこの点についても視

野に入れながら検討を進めることとした 。

　また、臨海図書館は文字通り、海洋に面した県でしか、

実施されていない。千葉県は太平洋と東京湾に面して

おり、東京に近いことから、明治期より海水浴場が多

数設置されている。また、後述するように県立図書館

のみならず町立図書館、私立図書館、社会教育団体が

臨海図書館を実施していたことから、臨海図書館のあ

り方が他の地方より多様である。そこで、これらの条

件を踏まえ、本研究では、千葉県の事例を中心に検討

を進める。

　以上の検討は、図書館の館外サービスの一端を検証

するものとして位置づけることができる。

　臨海図書館については、臨海図書館の他に、海浜文庫、

臨海文庫、海浜図書館、納涼文庫、夏期文庫などと様々

に呼ばれているが、本研究では臨海図書館を用いる。

１　本研究の目的
　臨海図書館とは何か、各種図書館情報学関係の用語

辞典等には「臨海図書館」「海浜図書館」といった項目

はない。わずかに、図書館問題研究会図書館用語委員

会（編著）『図書館用語辞典』（1982）の緑陰図書館の

項目に「緑陰文庫ともいう。館外活動の一環として、

地域の図書館が中心になって夏季休暇中の児童を対象

に、神社の境内、海辺などで一定期間、本を貸し出し

するもの。海辺で行われるものは海浜文庫ともいう。

紙芝居、おはなしなどを併せて行う場合もあり、児童

に対する集会行事の一つとして行われることもある」（1）

とあるだけである。

　本研究の目的は臨海図書館とは何かを、事例を用い

て明らかにすることである。しかしながら、臨海図書

館を論じるには、臨海図書館が存在しえた背景はどの

ようなものであったか、臨海図書館は地域社会とどの

ように関わりがあったのか、といった点を問う必要が

ある。さらに臨海図書館と地域社会の関係を考えた際
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２　先行研究
　臨海図書館に関する先行研究は、臨海図書館を概略

的に紹介したもの、個別地域における図書館史のなか

で紹介されたもの、の２つに大別できる。日本で最初

に臨海図書館について紹介したのが戸野周二郎の研究

である。

　臨海図書館を日本で初めて紹介したのは、戸野周二

郎（以下、戸野）である。戸野は東京市立図書館設立

の担当官として日比谷図書館の建設に尽力した（2）。日

比谷図書館建設時の調査と研究を『学校及教師と図書

館』にまとめている（3）。この戸野の唯一の著作は、明

治時代に書かれた図書館を主題とした図書としては、

『図書館管理法』についで早いものである。内容は、公

共図書館の運営、技術、実務面の記述、全般にわたって、

外国・米国の考え方を全面的に導入し、援用して構成

されている。臨海図書館については「第十八章　避暑

地湯治場及海水浴場に於ける図書館」で紹介されてい

る。この中で、戸野は、我が国においても避暑地や海

水浴場、湯治場等には、貸本屋が必ず営業されている。

時代の進歩と共に浴客等が図書を愛読するものが多く

なり、有力者により合資組織で図書館を設置するか、

もしくは公共図書館を設立するか、適切な方法を講じ

て、この種の図書館の設立を計画すべきである。これ

により図書館固有の利益を地方人民に与えるだけでな

く、旅行客を誘致して、その土地が反映するための一

助となるとしており、ここでは臨海図書館の紹介にと

どまり、具体的な内容については書かれていない。こ

の第十八章は、『図書館雑誌』海外彙報にある「避暑地

及び湯治場における理想的図書館」の記事の大部分を

そのままのせている（4）。しかしながら、『図書館雑誌』

の記事には臨海図書館について書かれておらず、戸野

がどこで臨海図書館についての知識を得たのかわから

ない。戸野は後に三重県四日市市の市長となった。四

日市市立図書館は戸野の市長在任中に「海浜図書館」

を実施している（5）。

　楠田五郎太（以下、楠田）は、昭和初期の岡山市立

岡山図書館で積極的に図書館の館外サービスを進めた

人物である。楠田はその著『動く図書館の研究』で図

書館の館外サービスについて紹介している（6）。臨海図

書館については、「海浜図書館」の項目を設けて紹介し

ており、臨海図書館が図書館の館外サービスの一つで

あるとし、さらに臨海図書館の目的は「図書館と読書

の宣伝」としている。臨海図書館の具体的な運営方法

として、岡山市立岡山図書館の宮道海水浴場における

臨海図書館の運営、宣伝、費用などが述べられている（7）。

『動く図書館の研究』は臨海図書館の具体的事例を挙げ

ながら、館外サービスであることを最初に位置付けた

ものである。しかしながら、個別の館外サービスにつ

いての具体的事例を挙げているだけで、臨海図書館と

は何かについては語られていない。楠田は後に岡山市

立岡山図書館を退職、兵庫県巡回文庫に就職し、臨海

図書館を実施している（8）。

　日本各地の臨海図書館の事例については、各図書館

の図書館史に記載されていることが多い。千葉県の事

例については、『図書館雑誌』や千葉県立図書館報であ

る『千葉文化』（9）、千葉県公共図書館協会報である『房

総図書館と志料』（10）などに個別の図書館の事例が記載

されている。臨海図書館について包括的に研究された

学術論文はない。

３　海水浴場の歴史　千葉県の事例を中心に
　「海水浴」が夏季における余暇活動として行われるよ

うになったのは、明治末期のことであり、それまで海

水浴は、病気や怪我の治癒を目的として行われ、医療

行為の一環として位置づけられていた（11）。明治期には、

海水浴は療養型海水浴と行楽型海水浴の存在があり、

行楽型海水浴は療養を目的としない海水浴で、娯楽が

主目的のものである（12）。

　明治後期から大正期にかけては、全国に海水浴場が

開設されたが、その多くが行楽型海水浴場であった。

行楽型海水浴場の開設が海水浴の国民的普及の基盤と

なったのである（13）。

　大正期から昭和期にかけて千葉県の臨海地域は避暑

地・海水浴場として一段の発展をみせた。千葉県の海

水浴場の発展の理由として、まず、鉄道網の整備が挙

げられる（14）。外房方面では、1899年に房総鉄道が大原
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まで開通し、1909年には大原海水浴場が開設された。

内房方面では、1912年に木更津、1916年に金谷（富津

市）、そして1919年には北条（館山市）まで鉄道が開通

した。内房方面では、1925年までに安房鴨川駅まで開

通、1927年4月に勝浦～興津間が開通し、更に安房鴨川

まで開通して房総線の環状線が完成した（15）。1921年に

は京成電気軌道が千葉まで開通し、船橋・稲毛・本千

葉海岸などが海水浴場・娯楽施設となった（16）。交通手

段の発達により日帰り海水浴が可能になり、中産階級

以上程度の人々が海水浴に赴くようになり、海水浴の

レジャー化が進んだ（17）。さらに東京における水泳場の

閉鎖が千葉県における海水浴場の発展に拍車をかけた

と考えられる。明治末期から大正初期にかけて、隅田

川や荒川に水泳場が設けられたが、工場の増加により、

水質汚濁が進み、1917年、東京市内での隅田川、荒川

の水泳は禁止された（18）。これにより交通の便が良くなっ

た東京近郊の湘南や千葉県に海水浴客が多く訪れるよ

うになったと考えられる。

　その他、海水浴場の発展要因として、学校教育にお

ける遊泳訓練、夏季臨海授業の普及などがと考えられ

る。明治末から大正初期にかけて、東京では、児童生

徒の夏季休暇の積極的利用が提唱されていたが、小学

校では教員らが臨海学校や林間学校を実施すること

は困難であった。それは「東京府訓令第10号」（1895

年）により、勤務先学校の一部児童を対象に、特別な

教育を行うことを禁じられていたからである。しかし、

1918年の「東京府訓令第21号」により、市内の小学校

において臨海（林間）学校を実施する場合に、知事の

認可さえ受ければ公立小学校の教員が、林間学校を実

施ないしは参加することが可能となった。1925年には、

新たに「東京府訓令第16号）」が公布され、手続きがよ

り簡易になった。これによって、東京市の臨海学校の

実施要件が緩和され、大正期後半には小学校における

臨海学校実施数が増加していった。さらに1921年には、

帝国議会において臨海（林間）学校の実施を全国的に

奨励する「林間学校奨励補助に関する建議案」が提出

されている。これにより、東京市内の小学校もしくは

保護者会により多数の臨海（林間）学校が実施される

ようになった（19）。千葉県の臨海地域では、夏季臨海学

校の開設が相つぎ、団体客の宿舎の需要も多くなり、

これにともない家族連れの一般滞在者も次第に増加し

て観光事業の基礎が形成されていった（19）。

　海水浴場の開設とともに、海水浴客を対象とした、

みやげ物屋や休憩所、飲食店などの商売、すなわち海

の家が建ちはじめた。1920年には、東京鉄道局が後援

者となり宿泊定員200人の千葉の北条海水浴場で「海

の家」をはじめている（20）。これに先立って、北条町は

1915年に町設海水浴場に次の改善を行っている。まず、

北条休憩所を拡張して、長須賀・八幡の休憩所ととも

に、新聞、雑誌の閲覧所、婦人脱衣所、洗身場を特設し、

麦湯を提供した。また北条休憩所には、相撲の土俵場、

運動機械を設備し、花火大会や素人相撲を開催した（21）。

　大原共同海水浴場では、1909年に次の施設を建設し

ている。海水浴場の事務所、男子、女子休憩所、掲示

場(遺失物盗難品又は報告通知など)、臨時郵便ポスト、

鉄道院休憩所、砂浜での娯楽用に、ブランコ・遊動木・

相撲場・回旋機・鉄棒などが拙著され、その他に一般

向きとして、トランプ・烟火・ピンポン・囲碁・将

棋・綱引道具・遊泳競技道具・バスケットボールなど

が用意された。また琴、尺八、マンドリン、バイオリ

ン、オルガンがあり、印刷器や写真暗室まで備わって

いた。さらに1913年7月に文化団体「吐虹会」により、

新聞縦覧所が設置されている。これは葦簀張りで建て

られ、正面約三間、奥行同じくらいのもので、東京及

び千葉県内の日刊新聞や主な新刊雑誌、欧米の新聞雑

誌10数種も備えられていた（22）。このように、海水浴場

がレジャーランド化する中で、いくつかの海水浴場で

は、新聞、雑誌の閲覧がサービスとして実施されており、

臨海図書館を受け入れる素地があったと考えられる。

４　臨海図書館
　日本において初めて臨海図書館を開設したのは茨城

県立図書館である。茨城県では1921年に「夏期文庫」

を開設した。東茨城郡磯浜町水産試験場出張所と多賀

郡河原子尋常高等小学校の２か所に７月20日から９月

10日まで、図書300冊程度を詰めた箱が設置され、海水

臨海図書館の研究　千葉県の事例を中心として　松田
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浴、避暑客、地域住民対象に運営された。実際の文庫

の運営は、地元の学校、役所、青年会、有志に委嘱を行っ

ていた。1925年には助川、鮎川、磯浜の３か所で実施

された（23）。

　同じ1921年８月に、宮崎県立図書館が、青島海岸に

「納涼図書館」を開設している。期間は、８月１日から

20日間、毎日午前９時から午後4時まで、テントを張っ

て図書館とした。1922年からは大正天皇が宮崎県を訪

れた際の随員休憩所の建物を使用した。「納涼文庫」は、

県立図書館の恒例の行事となり、1947年に「臨海文庫」

と名を変え、1968年頃まで続いた（24）。その他、宮崎県

では1964年頃、延岡市立図書館が土々呂海岸で開設し

ている（25）。

　徳島県立図書館では、臨海図書館を昭和２年度（1927

年）より毎年実施していた。1933年７月20日から８月

２日、小松島海水浴場にある不老閣に、新刊書を中心

に約80冊を送付し実施した（26）。

　1930年頃から、高知県立図書館は「海浜文庫」を始

めている。夏季休暇期間（７月末～８月末）、高知市種

崎の千松公園（海水浴場）に組立書架、200冊余りの図書、

折り畳み式椅子20脚。静座用の茣蓙10枚余りで開設し

ていた。この文庫を担当する職員は当初1名のみ、後に

三里村の青年団や学生がボランティアとして手伝って

いた（27）。

　岩手県立盛岡図書館では1930年７月23日から270日ま

で、高田松原で海浜図書館を開設している。同年８月

１日から20日まで、中野村図書館に委託して、中野駅

附近の海岸に天幕張りの海浜図書館を開設している。

1931年にも、高田松原で、1932年、中野村海岸、1935

年から1937年まで磯鶏村海岸で海浜図書館を開設して

いる。中野村では中野小学校長が主任となり、同校教

員が交代に出張し児童数名を助手として図書の出納に

当たっていた（28）。

　同じ岩手県の1930年に開館した高田町立図書館では、

1931年７月23日～８月31日に高田松原に「海浜図書館」

を開設している（29）。

　今治市立明徳図書館では、1932年8月2日より同月28

日まで、今治市天保山海水浴場の無料脱衣場の一部に

「臨海文庫」を設けていた。臨海文庫は1933年まで続け

られた（30）。

　宮城県立中央図書館では、1933年から1940年頃まで、

桃生郡野蒜村海岸に「臨海図書館」を館員が出張し開

設している。1937年度の実績では、閲覧人数2154人の内、

児童が1866人を占めていた（31）。

　1936年、青森県立青森中央図書館では、青森合浦公

園遊泳場の附近に「海浜図書館」を開いている。1934

年には、県内図書館巡回指導も開始し、西海岸、津軽、

下北両半島の漁村で読書相談をうけながら、未読者層

の啓蒙・開発を行う「海浜文庫」を設けている（32）。

　兵庫県では長く県立図書館が設置されず、神戸市立

図書館が県内図書館の中心的存在であった。1929年、

兵庫県は県立図書館の代行機関として、県立巡回文庫

を設立している（33）。兵庫県立巡回文庫は、1937年に兵

庫県下３か所の海水浴場（洲本市大浜海岸、竹野浜海岸、

高砂町海岸）に「臨海文庫を」開設して、図書の閲覧、

読書相談、巡回文庫事務の臨時取扱等を行った（34）。

　1937年７月、岡山県立図書館は、浅口郡沙美海岸、

児島郡本荘村海岸、香川県本島海水浴場、児島郡渋川

海水浴場、小田郡神島に「臨海文庫」を設置、1940年に、

下津井港、浜の学校および市教育会主催夏季臨海学校

に「海浜文庫」を送付している（35）。

　1941年静岡県立葵文庫では、静岡市大浜公園内に「海

浜文庫」を開設している（36）。

　第二次世界大戦後、最初に臨海図書館を開設したの

は1947年の宮崎県立図書館であった（37）。

　1950年には新潟県直江津公民館で公民館図書室とは

別に公民館のベランダに「海浜図書館」（一般室と児童

室があった）が実施されている。運営に当たった係員

は、一般室では二交替とし、午前９時から午後５時迄

１名、午後４時から９時閉館迄を男子高校生（アルバ

イト）２名が担当した。児童室は初年度は小学６年生

数人づつで奉仕したが、翌年から女子高校生（アルバ

イト）１名が担当した（38）。

　1951年７月には「海浜図書館」が高岡市伏木国分海

岸で開設されている。この海浜図書館は国分自治会が

婦人会と相談して開設、運営は児童クラブが中心に行っ
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た。毎日午前10時から午後４時までの貸出時間中は中

学生２人が交代で従事していた（39）。伏木国分海岸では

1937年に伏木町立図書館が、「臨海図書館」を実施して

いるが、写真資料しか残されていない（40）。

秋田県立図書館では、1951年、由利郡下浜海水浴場に

「海浜図書館」を開いている（41）。

　1954年には洲本市立図書館が大浜海水浴場に「臨海

図書館」を開設している（42）。

　以上のように、日本各地で臨海図書館は実施されて

いる。その内容は多様であるが、巡回図書を臨海地域

に送付し、現地の教員、青年団等が閲覧事務を行う、

巡回図書の延長上にある臨海図書館と、図書館員が地

域に赴き、図書の閲覧だけでなく、その他の図書館事

業を行う現在の移動図書館に近い形で行われる臨海図

書館もあった。

　このことから、第二次世界大戦前から1960年代にか

けての臨海図書館には２つの型があると考えられる。

まず貸出文庫型、貸出文庫とは、「図書館が、地域の公

共施設や各種団体にまとまった冊数を一定期間預け、

そこから近隣の住民が本を借りることができるように

するもの」である（43）。貸出文庫型は、施設、団体が図

書館資料を借り受け、間接的に利用者にサービスを行

うものである。

　もう一つは移動図書館型である。移動図書館とは「公

共図書館が図書館を利用しにくい地域の住民に対して、

何らかの移動手段を用いて図書館資料を運び、図書館

員による図書館サービスを提供する方式」のことであ

る（44）。移動図書館型は、図書館員が現地に赴き図書館

サービスを利用者に提供する直接的なサービスである。

臨海図書館は当初、この２つの型から始まったのであ

る。茨城県立図書図書館は、貸出文庫型、宮崎県立図

書館は移動図書館型である。伏木国分海岸の事例は、

自治会、婦人会が開催したものではあるが、図書の供

給を伏木町立図書館が行っており、貸出文庫型である

考えられる。

4.2　千葉県の臨海図書館
4.2.1　新更会

　千葉県内で最初の臨海図書館は新更会が実施してい

る。新更会は、1928年６月に成田山新勝寺が設立した、

成人教育を主眼とした社会教育団体であり、成田図書

館とは別組織の団体である。しかしながら、その設立

には成田図書館の主任であった高津親義が、新更会の

事務主任として諸般の事務を担当し、創立総会も成田

図書館で行われた。新更会は巡回文庫用図書の貸出も

実施しており、図書館事業に深い関わりを持っていた。

1928年７月20日から８月20日まで、安房郡北条町北条

海岸で臨海図書館を開設している。この事業の事務に

は、成田図書館があたり、館員の半数が出張し、準備

及跡片付けなどを行った。この年、臨海図書館のため

成田図書館が提供した図書は600冊であった。翌1929年

７月20日から８月20日まで、保田海岸で二回目の臨海

図書館が開設され、軽い読物1,000冊が選定、発送され

た（43）。

4.2.2　公正図書館

　公正会は1924年に浜口悟堂が銚子市に設立した社会

教育団体である。公正会は図書館や学校など市民を対

象とした社会教育事業を行っていた。公正会が運営す

る公正図書館は、1926年に開館し、当時まだ珍しかっ

た開架式閲覧方式を採用し、館外貸出も行っていた。

公正図書館では、1932年から夏期に「海浜文庫」と称

する臨海図書館を、銚子市内の海鹿島・犬若・茨城県

浜崎町にも開設し（後に銚子市名洗）、あわせて珠算と

習字の講習会を開催している。建物は葦簀張りで、図

書館職員５名を１名ずつ一週間交替で派遣された（44）。

4.2.3　千葉県立図書館

　千葉県立図書館では、第二次世界大戦前には、1931

年から1941年まで、千葉県各地に臨海図書館を開設し

ている。その目的は、海水浴客に対して読書の便益を

図ると共に一層読書精神の向上を図るというもので

あった。開設場所は、1931年は千葉市本千葉海岸であっ

た（45）。

　千葉県立図書館の臨海図書館は、開設する海岸に間

口三間奥行四間の葦簀張小屋を建設し、標識として赤
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布に、「千葉県図書館」の白字を表した旗を立てた。閲

覧は無料であったが館外貸出は行っていない。資料は、

新刊書、雑誌を中心に約200冊、新聞も備え付けられて

いる。図書は15日ごとに入れ替えが行われおり、また

期間中に１回読書発表会か又は感想文発表会の開催を

予定していた（46）。利用者は海水着のまま臨海図書館内

に自由に出入りが出来た。利用者はまず、書架に並べ

てある本の中で借りたい本を外から指で押し、係員が

その本を書架から出して置く。次に、利用者は臨海図

書館に入り、係員から閲覧票の紙をもらい、必要事項

を記入して係員に提出すれば、希望する図書を借りる

ことができた。同時に借りられる本は１回１冊であっ

た。また、臨海図書館に所蔵がない図書については、

係員に申し出れば可能な限り便宜を図ってもらえた。

また、図書について疑問があれば係員に質問ができる

など、リクエストサービスや相談業務など図書館本館

に近いサービスを受けられた。閲覧事務は、本千葉海

岸では毎日、県立図書館員２名ずつ交替で勤務した。

他の場所では、地元の役場吏員、小学校職員、女子青

年団員が、これを担当した（47）。

　前述のように、千葉県立図書館が実施した臨海図書

館は、1931年から1941年までと、戦後の1950年に実施

されているが、詳細な統計が残っているのは、昭和７

年度（1932年）から昭和９年度（1934年）までだけで

ある。（図１）

　昭和７年度から昭和９年度まで、総閲覧人数に占

める児童の閲覧比率の最低値から最高値は58.1％から

86.6%であり、県外者の閲覧利用については、9.7%から

47.8％であった。開館場所、年度によってかなりのバラ

ツキがあるが、利用者の児童の比率は高い。しかしな

がら、児童以外の利用も一定程度おり、児童だけでな

くその他の利用者も対象とした事業である言える。ま

た、相対的に児童の閲覧者比率と県外者の閲覧比率が

他の開館場所の比べて高いところは、臨海学校での利

用が多いと推測できる。利用者の多くを児童が占める

が、それ以外の利用者も多い。また県外の利用者が多

いのも特徴である。これは、海水浴客、避暑客の利用

が多いためと考えられる。

　千葉県立図書館の戦前最後の臨海図書館は、1941年

に千葉市のみの開館という縮小された形で、実施され

ている。当時の読売新聞によれば、縮小の理由は、共

同主催の各地の観光協会が海水浴客誘致の必要を認め

なくなった、誘致に努めなくとも海水浴客が殺到する

ためにこの事業に熱意を持たなくなったためとしてい

る。また、千葉県立図書館も臨海図書館に注力するよ

りも、隣組文庫に力を注ぐことにしたことも理由の一

つであるとしている（48）。千葉県では1940年10月、県下

の市町村に全部で6,151の部落会・町内会を、その下に

26,478の隣保班（隣組）を整備している。隣組文庫はこ

れまで千葉県立中央図書館で実施して来た貸出文庫を

一層簡易化し、隣組を通し一般家庭へ書物を送る、隣

組常会の指導と読書の一般家庭への普及を目的したも

のであった（49）。千葉県立中央図書館の館外活動の目的

が、読書の普及から思想善導に変化していき、臨海図

書館は中止された。

　第二次世界大戦後、1950年に千葉県立図書館東金分

館で、臨海図書館が開設されている。実施場所は片貝

海岸、開館日数22日（内３日間は雨で中途閉館）、閲覧

者総数1,518名、貸出図書数約4,500冊、地方別には片貝、

東金、東京都内、大阪、横浜等があげられる。利用者の、

90％は学生であった（50）。戦後、千葉県立図書館が実施

した臨海図書館がこの１回だけだった。この前年の、

1949年、千葉県立図書館は移動図書館車を導入し、千

葉県内全域へのサービスを開始している（51）。図書館の

館外サービスの主流は移動図書館車に移ったのが、理

由の一つと考えられる。

4.2.4　鴨川町立図書館

　1959年、鴨川町立図書館は、鴨川海岸で臨海図書館

を千葉県立長狭高校生のボランティアにより開設して

いる。また、1961（昭和36）年、７月25日から８月８

日まで、鴨川海岸に臨海図書館を開設している。臨海

図書館は子供達の学力向上と青少年健全育成の効果が

期待されていた。建物は、鉄筋ブロック建てで50㎡の

広さがあり、周囲を葦簀ではりめぐらし、70人分の机

と椅子が備え付けられていた。その他にもシャワーの
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施設があり、利用できた。開館時間は午前９時から午

後４時まで、一日の利用者は約50人で、高校生がほと

んどであった（52）。鴨川町の臨海図書館は、1962年にも

７月23日から８月15日まで開設されている（53）。

4.2.5　千葉県の臨海図書館

　千葉県の臨海図書館は、その開設主体が、県立図書

館、町立図書館、私立図書館、社会教育団体と多様で

ある。設立場所も千葉県内の内房、外房地方だけでな

く県外にも及んでいる。他県にみられるような巡回文

庫を海岸地域に運び貸出をするというようなものでは

なく、図書館職員が現地に赴き、貸出以外のサービス

を行うという事例が多くみられた。また、統計でわか

る範囲において、利用者は児童が多いが成人も一定数

利用している。また千葉県外の利用者の割合も大きく、

地域住民以外の海水浴客、避暑客の利用があった。

　第二次世界大戦後、臨海図書館は全国的に、いくつ

かの事例があるものの、実施数が減少している。千葉

県でも、1950年の千葉県立図書館山武分館、鴨川町立

図書館の事例があるだけである。その理由として、自

動車による移動図書館の登場が考えられる。

　1940年代後半から1950年代前半にかけて、自動車に

よる移動図書館が、主として都道府県立図書館によっ

て実施され始めた。その中でも、1949年９月に開始さ

れた千葉県立図書館の「訪問図書館ひかり号」は全国

の移動図書館事業に大きな影響を与えた。自動車によ

る移動図書館の登場により、巡回による全域サービス

が可能となった。そのため時期と地域が限定された臨

海図書館は実施の必要性が低下したと考えられる。）

５　近年の臨海図書館
5.1　砂浜図書館
　ビーチライフ創生プロジェクトは、東海大学の学生

が、横浜市金沢区「海の公園」と連携して、「砂浜の図

書館」を設立し、秋の海岸で読書を楽しむライフスタ

イルを提案するものである。このプロジェクトは2008

年９月から11月の休日を中心に15日、2009年は９月と

10月の４日間実施された。2008年度は学生が設計した

ビーチハウスを図書館として活用した。2009年度は砂

浜一面にビーチチェアを配置しオープン形式で実施さ

れた。砂浜図書館では、参加者が砂浜で読書を楽しむ

と同時にそれに関連した市民参加型のワークショップ

を実施している。図書は市民からの寄贈の約350冊を提

供し、座椅子、約40脚が用意された（54）。

　この「ビーチライフ創生プロジェクト」を参考として、

2012年、千葉県浦安市の市民団体「浦安未来2050」が

浦安市総合公園で「海辺のライブラリー」を実施して

いる。これは市民から寄付された本と、椅子を無料で

貸し出し、読み聞かせや本の交換会などを行うという

ものである（55）。

　2020年、茨城県大洗町大洗サンビーチは、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で、閉鎖となった。（一社）大

洗観光協会は、「ビーチの新しい活用法」をテーマに「砂

浜図書館」を開設した。これは海岸の一部をタープエ

リアとパラソルエリアに分け、タープ席40席、パラソ

ル席20席を設けており、一人500円の入館料を徴収して

いる（56）。2020年度は８月１日から８月14日までと10月

31日から11月15日までの２回（57）、2021年度は10月16日

から10月31日まで実施された。資料は2020年度の第１

回目は800冊、２回目は1,000冊、で県立図書館の除籍資

料と寄附された資料が使われた。

　第４章において臨海図書館の２つの形態、貸出文庫

型と移動図書館型を示した。本章で取り上げた「砂浜

の図書館」「砂浜図書館」はそのいずれでもない。運営

主体は図書館ではなく、図書館資料を用いてサービス

を提供しているものでもなく、図書館の関与はほとん

どない。目的が読書振興や青少年の健全育成などでは

なく、地域振興であることなどが特徴的であることか

ら、上記の２つの型と区別して、このタイプを地域振

興型とする。地域振興型では、利用対象が海水浴客で

はないので、開設時期を夏期に限定しない。海水浴シー

ズン以外の海水浴場の振興を目的にしている。

5.2　図書館と観光
　近年、図書館と観光の融合が注目されている。公益

財団法人日本交通公社観光文化情報センター長 旅の図
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書館長の吉澤清良は、「現状では、図書館が地域の観光

とほとんど結びついていない。観光地の図書館では、

観光客が、地域住民と同様に、重要な利用対象として

意識されてもよいのではないか。図書館が有する地域

の知的財産は、地域の観光の魅力づくりや活性化に寄

与できる余地が大きいと考える」とし（57）、北海道大学

観光学高等研究センターの松本秀人は、図書館が観光

に関連した活動を行うことは、両者それぞれが抱えて

いる課題を互いにある程度解決に導く可能性を持ち、

図書館にも観光者にも、そして地域にもメリットのあ

る試みだと考えられるのであるとしている（58）。この観

点から臨海図書館を考えると、臨海図書館は過去のも

のではなく、海水浴シーズン以外での臨海部の地域振

興、観光振興策の一つとして活用できる。その視点で

図書館が行う臨海図書館を再評価する必要がある。

６　考察
　日本における海水浴は医療目的から始まったが、こ

れがレジャー化すると全国各地に海水浴場が設置され

た。千葉県においては、鉄道網の発達、臨海学校の登場、

東京附近の河川の汚濁により、海水浴場が県内各地に

設置された。海水浴が一般化していくと、海水浴場は

海水浴をするだけの場所ではなくなり、様々な施設が

作られるようになり、海水浴場のレジャーランド化が

進んだ。そのような背景の中、全国各地で臨海図書館

が実施された。

　千葉県内各地でも臨海図書館が実施され、実施主体

は、公立図書館、私立図書館、社会教育団体など多様

である。戦前期において、臨海図書館の目的は読書の

普及であった。利用層は児童が多かったが、成人の利

用も一定数あった。また取り扱う資料も図書だけでな

く、新聞、雑誌なども利用でき、リクエストサービス

や簡易な読書相談、イベントの開催などを行った臨海

図書館もあった。しかしながら、戦時体制の移行とと

もに、図書館の館外サービスの主たる目的が思想善導

に移行すると、廃止された。

　第二次世界大戦後においては、臨海図書館は広く行

われることはなかった。これは、図書館の館外サービ

スが、自動車の普及により、図書館の館外サービスの

中心が、移動図書館に移ったことが理由の一つと考え

られる。

　21世紀になり、図書館でも社会教育団体でもない、

大学生のグループや観光協会が臨海図書館を企画し、

実施している。海水浴のできなくなった海水浴場に人

を呼び込むという、地域振興を目的として臨海図書館

を実施するというものであって、ここに新たな臨海図

書館の可能性を見出すことができると考える。

　これらの事例検討から、臨海図書館には、貸出文庫型、

移動図書館型、地域振興型の３つの型があると考えら

れる。貸出文庫型とは、地域の施設、団体が図書館資

料を借り受け、施設、団体が間接的に利用者にサービ

スを行うものである。移動図書館型は、図書館員が現

地に赴き図書館サービスを利用者に提供する直接的な

サービスである。地域振興型は、地域振興を目的とし

て、地域の団体などが、臨海部で図書を中心としたサー

ビスを行うというものである。

　以上のことから、臨海図書館は、「地域の図書館が中

心になって夏季休暇中の児童を対象に、海辺などで一

定期間、本を貸し出しするもの」ではなく、臨海図書

館は、「主として、地域の図書館・団体が中心になって、

海辺などで一定期間、図書に関する事業等を行うもの」

と定義づけられる。

７　今後の課題
　臨海図書館は、図書館と観光の融合の観点から地域

振興、観光振興策の一つとして活用できる。そのため

には、日本だけでなく外国での事例も含めてを精査し

ていく必要がある。このことについては今後の課題と

したい。
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臨海図書館の研究　千葉県の事例を中心として　松田

年度 開館場所 開館総日数 閲覧総人員 閲覧総冊数 閲覧図書類 閲覧者

昭和7年度

安房郡
鴨川町海岸 30 日

閲覧総人員 7,975 名
一日平均　262 名強
うち児童　6,292 名

（児童閲覧者比率　78.9％）

8,131冊
一日平均
　　　271冊

雑誌の3,784冊。以下の
種別は統計上多少正確を
欠いているため、概ねで
はあるが、矢張児童書、
一般図書中の文学小説
類、歴史伝記地誌類美術
運動類の順である。

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　6,443名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　755名
県外　東京府市居住者　686名
　　　他府県居住者　91名
　　　（県外者比率  9.7%）

安房郡
冨浦村海岸 29 日

閲覧総人員 2,512 名
一日平均 87 名強
うち児童　1,669 名

（児童閲覧者比率　66.4％）

3,161冊
一日平均
　　　109冊

雑誌　1,666冊
児童書　999冊
文学小説類　249冊
美術音楽運動類　79冊
歴史伝記類　69冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　1,344名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　37名
県外　東京府市居住者　1,088名
　　　他府県居住者　43名
　　　（県外者比率 45％）

千葉市
本千葉海岸 45 日

閲覧総人員 6,352 名
一日平均 141 名
うち児童　4,028 名

（児童閲覧者比率　63.4%）

8,852冊
一日平均
　　　197冊

雑誌　4,609冊
児童書　3,129冊
文学小説類　534冊
美術運動類　173冊
政治経済社会122冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　12,775名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　1,238名
県外　東京府市居住者　2,658名
　　　他府県居住者　168名
　　　（県外者比率　44.5%）

合計 104 日

閲覧総人員 16,839 名
一日平均　162 名弱
うち児童　11,985 名

（児童閲覧者比率　71.2%）

20,144冊
一日平均
　　　194冊

雑誌　10,059冊
児童書　5,025冊
文学小説類　2,653冊
歴史伝記類　708冊
美術運動　　547冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　12,275名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　1,238名
県外　東京府市居住者　2,658名
　　　他府県居住者　168名
　　　（県外者比率 16.8％）

昭和8年度

安房郡
鴨川町海岸 30 日

閲覧総人員 9,965 名
一日平均　332 名
うち児童　8566 名

（児童閲覧者比率　86％）

10,092冊
一日平均
　　　336冊

雑誌　　5883冊
児童書　2969冊
文学　　595冊
芸術、運動、娯楽　163冊
歴史、地理、紀行　139冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　8,033名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　907名
県外　東京府市居住者　984名
　　　他府県居住者　41名
　　　（県外者比率 　10.2％）

安房郡
冨浦村海岸 30 日

閲覧総人員 2,149 名
一日平均　72 名
うち児童　1,442 名

（児童閲覧者比率　67.1％）

2,699冊
一日平均
　　　90冊

雑誌　1,251冊
児童　　957冊
文学　　253冊
随筆類　38冊
芸術、運動、娯楽　58冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　961名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　141名
県外　東京府市居住者　1,006名
　　　他府県居住者　21名
　　　（県外者比率 　47.8％）

千葉市
本千葉海岸 43 日

閲覧総人員 8,079 名
一日平均　188 名
うち児童　5,285 名

（児童閲覧者比率　65.4％）

12,358冊
一日平均
　　　287冊

児童書　6,441冊
雑誌　　4,752冊
文学　709冊
歴史伝記地理紀行　160冊
芸術、運動、娯楽　67冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　6,038名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　571名
県外　東京府市居住者　1,307名
　　　他府県居住者　163名
　　　（県外者比率 　18.2％）

合計 103 日

閲覧総人員 20,193 名
一日平均　196 名
うち児童　15,294 名

（児童閲覧者比率　75.7％）

25,129冊
一日平均
　　　244冊

雑誌　　25,129冊
児童書　11,886冊
文学　　1,557冊
歴史、伝記、地理、紀行
　　　　　　　　  　334冊
芸術、運動、娯楽　288冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　15,033名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　1,619名
県外　東京府市居住者　3,297名
　　　他府県居住者　225名
　　　（県外者比率 　17.4％）

図１
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年度 開館場所 開館総日数 閲覧総人員 閲覧総冊数 閲覧図書類 閲覧者

昭和 9 年度

安房郡
保田町海岸 31 日

閲覧総人員 4,729 名
　一日平均　102 名
うち児童　3,513 名

（児童閲覧者比率　74.3％）

6,485冊
一日平均
　　　209冊

児童書　4,874冊
雑誌　　1,295冊
文学・語学　265冊
歴史・地理　51冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　2,456名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　55名
県外　東京府市居住者　2,160名
　　　他府県居住者　58名
　　　（県外者比率 　46.9％）

安房郡
天津町海岸 28 日

閲覧総人員 6,626 名
一日平均　123 名
児童　　5,741 名

（児童閲覧者比率　86.6％）

6,737冊
一日平均
　　　241冊

雑誌　3210冊
児童　　2970冊
文学・語学　238冊
社会風俗家庭運動　93冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　5,705名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　95名
県外　東京府市居住者　747名
　　　他府県居住者　81名
　　　（県外者比率 　12.5％）

千葉市
本千葉海岸 40 日

閲覧総人員 5,481 名
一日平均　114 名
うち児童　3187 名

（児童閲覧者比率　58.1％）

8,441冊
一日平均
　　　211冊

児童書　4,991冊
雑誌　　2,486冊
文学・語学　414冊
歴史・地理　144冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　3,856名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　2,486名
県外　東京府市居住者　414名
　　　他府県居住者　144名
　　　（県外者比率 　10.2％）

合計 99 日

閲覧総人員 16,836 名
一日平均　170 名
うち児童　12,441 名

（児童閲覧者比率　73.9％）

21,763冊
一日平均
　　　220冊

児童書　22,935冊
雑誌　　2,992冊
文学・語学　912冊
歴史・地理　269冊
社会風俗家庭運動　205冊

県内　図書館所在地市町内居住
　　　者　12,017名
　　　図書館所在地市町外居住
　　　者　543名
県外　東京府市居住者　4,034名 
　　　他府県居住者　275名
　　　（県外者比率 　25.6％）
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